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る自己分析の限界について言及していない．また小澤 4）も Kolb，McCall et al5）に依拠して
いるものの，Kolb，McCall et al5）の研究から導かれるはずの飛躍的成長につながる仕事経
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表 1 キャリア研究の分類 
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左階梯法，右階梯法（left and right laddering procedures），Emmons13）のパーソナル・ストラ
イヴィングの手段―目的階層モデル注 11）などの理論群がある． 
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理論には，強い意志力で様々な問題解決をやり抜くとする Bruch & Ghoshal によるアクショ
ン・バイアス（bias for action）注 12）の研究がある．Krumboltz15）のように，キャリア開発を
ストレートに意図した研究ではなく，元々リーダーシップやマネジメントの開発を意図し
た研究であるが，キャリア開発にも当てはめることのできる理論とされる．それは Bruch 















バブル景気（平成 11～12 年），リーマンショック（平成 20 年），アベノミクス景気（平成
24 年以降）と，好景気と不景気の大きな波があったにも関わらず，短大卒の 4 割，大学卒
の 3 割が卒業後 3 年以内で離職している状況は一貫して変わっていない．またフリーター
の数は 180 万人前後で変わらずに推移しており，非正規雇用を選んだ人はその理由
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例えば図 2 は安達 7)が学生に対して行った調査より，キャリア意識と職業未決定の関連 
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要な部分である．Krumboltz 15）の他に実行重視系の研究を展開しているものとして Bruch 
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注 4）Wanous10）11）の RJP（Realistic Job Preview）の研究におけるスクリーニング効果はキ
ャリアの選択において，現実の厳しいことも踏まえて選択したということで，自覚を高
める効果である． 
注 5）「7・5・3 問題」とは，就職して 3 年後，中学卒業の 7 割，高校卒業 5 割，大学卒業
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